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第１号議案  

2024 年度特定非営利活動法人子ども＆まちネット事業報告  

 

＜この一年＞ 

2024年を振り返ると、元旦に発生した能登半島地震という衝撃的な出来事で幕を開けました。 その後

も各地で地震や豪雨による自然災害、そして記録的な猛暑など、地球温暖化の影響を強く感じさせる出来

事が続きました。  

暗いニュースが続く中、パリオリンピック・パラリンピックにおける日本人アスリートの活躍、メジャ

ーリーグでは大谷翔平選手の「50-50」の達成など、スポーツ界の輝かしい話題も多く、子どもたちにも

私たち大人にも大きな夢や勇気をもらった一年でもありました。 

子ども＆まちネットでは、委託事業や助成金の獲得に苦戦し、これまでにない厳しい一年となりました。

そんな中、新規に「おかざきこども会議」（岡崎市事業）を NPO法人ファザーリングジャパンより受託し、

岡崎市の子どもたちと将来の岡崎のまちづくりを一緒に考える機会をいただきました。 

これからも、引き続き地道な活動を通じて、「子ども」「まん中」を第一に、安心して子どもを育むこと

のできる社会の実現にむけて事業活動を行って行きます。 

  

 

＜主たる事業（事業詳細は次章で）＞ 

「おかざきこども会議」は、子ども＆まちネットでは初めて岡崎市より受託して、岡崎市の子どもたちの

意見を引き出し、まちづくりを考える会議を行いました。子どもたちにとって何が一番よいことかを子ど

もたち自身で考え、意見を出し合い、「こどもまんなか社会」の実現を目指し、「みんなの声でつくる！お

かざきこそだて会議 2024」で提案発表しました。 

 

「ワンストップひろば事業」「ほうかご子まち事業」および「STEP研修」は、自主事業として行いまし

た。 

最後に、2024 年 11 月 22 日。子ども＆まちネット創設者で前理事長の伊藤一美さんが、逝去されまし

た。私たちは、今もなお深い悲しみの中ではありますが、2025年 4月に有志による「お別れ会」を執り行

いました。また会員内外の古くから関わりのあった関係者の皆様よりお寄せいただいた思い出と、故人の

功績を形に残すための追悼文集『伊藤一美さんを偲んで』を編纂しました。 

 

＜会員の状況＞ 

   正 会 員 個人：35人、団体：2団体 （昨年度個人：32人、団体：2団体） 

   情報会員 個人：5人、団体：0団体 （昨年度個人：3人、団体：0団体） 

   賛助会員 個人：9人、団体：2団体 （昨年度個人：10人、団体：2団体）     

合計  49人と 4団体    （昨年度 45人と 4団体） 

１.概要 

１．  
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[１]「こどもにやさしいまちづくり」のための手法開発と普及、支援政策提言 

事業名 おかざきこども会議 

主催 岡崎市（NPO 法人ファザーリングジャパンが受託） 

事業目的 岡崎市の子ども施策に子どもの意見を取り入れるために、こども自身の意見を聴取

する「おかざきこども会議」を開催する。子どもたちにとって何が一番よいことか

を子どもたち自身で考え、意見を出し合い、出された意見は必要に応じて翌年度以

降の施策に反映させることで、「こどもまんなか社会」の実現を目指す。 

実施期間 2023年 4月〜2024年 3月 

スタッフ 水野真由美（理事長）・横井寿史（理事）・小島紫（会員）・蟹江哲太郎（会員）・佐藤

大雅（事業スタッフ） 

事業内容 【事業概要】 

子どもの意見を聴取し、施策に反映する会議「おかざきこども会議」を開催する。 

（１）こども会議全６回 

議題に対して、委員となる小学５年生から高校３年生世代の 30 人程度が、子どもの

立場で自由に意見やアイデアを出し合う。大学生ボランティアらが、委員をサポー

トする。第１回から第４回の会議で集まった子どもの意見を、第５回に発表。第６

回では、第５回に発表された子どもの意見に対して、市の方針をフィードバックす

る。 

ア.会議内容の企画 

全６回の会議内容やタイムスケジュール、子どもの意見の発表方法などを企画及

び調整する。ファシリテーターを１名、サブファリシテターを２名用意し、子ど

も達が自由に意見を表明できる環境を整えるとともに、会議が円滑に行えるよう

調整した。 

イ．市が募集した大学生ボランティアの統括 

子ども達が自由に意見を表明できる環境を整えるとともに、会議が円滑に行える

よう調整した。 

ウ.設営撤去 

・会議実施のために必要な設営や撤去、装飾等を行った。 

・会議資料の印刷・製本を行う。 

・文具類、飲食物の準備 

・会議の様子を撮影・録音を行った。 

 

【打合せ】 

6月 17日（月）図書館交流センターりぶら 

出席：岡崎市こども育成課、岡崎市拠点整備課 

２.事業の実施に関する事項 

２．  
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内容：顔合わせ、概要説明、会場確認 

7月 3日（水）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課 

内容：第 1回こども会議進行について 他 

7月 29日（月）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課 

内容：第 1回こども会議進行について 他 

8月 22日（木）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課 

内容：第 2回こども会議進行について、現場見学について 他 

9月 24日（火）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課 

内容：第 3回こども会議進行について 他 

10月 16日（金）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課 

内容：第 4回こども会議進行について 他 

11月 28日（木）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課、岡崎市拠点整備課 

内容：第 6回こども会議進行について、 

こども委員へのフィードバックについて 

1月 7日（火）オンライン 

出席：岡崎市こども育成課、岡崎市拠点整備課 

内容：こども委員へのフィードバックについて 

 

【こども委員・学生ボランティア募集】 

（１） こども委員募集（岡崎市） 

本事業の中心となって子ども会議に参加する子ども委員を、以下の内容で募集した。 

（募集要項）岡崎市 Webサイト、岡崎市政だより 6月号 

申込期限：6月 28日（金） 

申込方法：市電子申請届出システムから申込 

（２） 大学生ボランティア募集（岡崎市） 

本事業の中心となって活動する子ども委員をサポートする大学生ボランティアを、

以下の内容で募集した。 

（募集要項）岡崎市 Webサイト、岡崎市政だより 6月号 

活動内容：会場設営や会議当日の進行をサポート 

対象：市内在住または在学の大学生・短期大学生・専門学校生（18歳以上） 

定員：６名（抽選） 

その他：交通費の支給あり 
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申込期限：6月 28日（金） 

申込方法：市電子申請届出システムから申込 

＜抽選結果＞ 

（１）こども委員 

 定員 30名に対して 38名が応募 → 38名全員を当選とした（岡崎市） 

（２）大学生ボランティア 

 定員 6名に対して 7名が応募 → 7名全員を当選とした（岡崎市） 

（３）大学生ボランティア説明会 

当選した大学生ボランティアに対して、2 日間同じ内容でオンライン説明会を行

った。 

第１回説明会 7月 15日（月） 

 （内容）・事業説明・子どもが意見を言うこととは・子どもとの関わり・事務連絡 

第２回説明会 ７月 17日（水） 

（内容）同 

 

【おかざきこども会議「わくわくひがおか P（プロジェクト）」開催報告】 

テーマ：「ひがおか（東岡崎駅）のリニューアルに子ども・若者の声を反映させる」 

第 1回おかざきこども会議 

 日時：2024 年 8月 4日（日）9:30～12:00 

 会場：図書館交流プラザりぶら 3階会議室 301号室 

 参加：こども委員 33名 大学生ボランティア７名 大人スタッフ 10名 

 ＜内容＞ 

  １．事業内容説明（岡崎市こども育成課） 

  ２．仲良くなるワークショップ（進行・佐藤大雅） 

    ①体を動かすワーク 

    ②班に分かれてのワーク 名札づくり 

  ３．子ども・若者が意見を言うことの大切さについてのお話（小島紫） 

  ４．提案に向けての説明とワークショップ（進行・蟹江哲太郎） 

    ①普段の生活を振り返るワーク 

    ②「ひがおか」の今の様子とリニューアルについて（岡崎市拠点整備課） 

    ③考えを広げるワーク 

  ５．宿題 

①おかざきこども会議の愛称を考える 

②「2030年子ども・若者が住みたいまちランキング全国一位は岡崎市！人

気の理由は？」 

 

第２回おかざきこども会議 

日時：2024 年 8月 25日（日）9:30～12:30 
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会場：図書館交流プラザりぶら 3階会議室 302号室 

参加：こども委員 28名 大学生ボランティア 6名 大人スタッフ 10名 

 ＜内容＞ 

１．おかざきこども会議の「愛称」決定（進行・蟹江哲太郎） 

愛称 ⇒ わくわくひがおかＰ（プロジェクト） に決定 

２．発表の班を決めるワークショップ （進行・佐藤大雅） 

①テーマ深掘りシートの記入 

②自分がやってみたいことに基づいたグループ分け 

３．ひがおか調査（グループワーク） 

①現地（ひがおか）の見学②見学で分かったことの共有 

４．宿題 

「ひがおかを大好きな場所にするための、今のあなたのアイデアを教えて

ください」 

 

第３回おかざきこども会議 

日時：2024 年 9月 29日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 3階会議室 301号室 

参加：こども委員 30名 大学生ボランティア 6名 大人スタッフ 10名 

＜内容＞ 

１．アイスブレイク 「共通点探しゲーム」（進行・蟹江哲太郎）  

２．テーマについて深く考えるワーク「BIA紙しばいプレゼン」（進行・蟹江哲

太郎） 

３．考えたことをチームで発展的に共有するワーク「5つの色で話し合い」（進

行：佐藤大雅） 

４．宿題 「発表に必要な内容を分担して調べてくる」 

 

第４回おかざきこども会議 

日時：2024 年 10月 27日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 3階会議室 301号室 

参加：こども委員 31名 大学生ボランティア 6名 大人スタッフ 10名 

＜内容＞ 

１．発表準備 （グループ活動） 

２．リハーサル （司会：蟹江哲太郎、佐藤大雅） 

 他の班は、発表評価シートをチェックしながら発表を聞いて、意見や質問を

する。 

３．振り返りと本番に向けての話し合い 

４．宿題：発表に向けた準備を分担してやってくる。 
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第５回おかざきこども会議 

日時：2024 年 11月 16日（土）9:30～12:40 

会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

参加：こども委員 31名 大学生ボランティア 7名 大人スタッフ 10名 

＜内容＞ 

１．発表準備 

２．発表・講評・質疑応答（司会： 佐藤大雅 タイムキープ：蟹江哲太郎） 

①誰もが来たくなるひがおか（チーム岡 P） 

②ひがおかを誰でも気軽に集まれる場所に！（Human） 

③道の改革 （gametecture） 

④犬と駅 （犬と駅） 

⑤みんなが楽しめるひがおかを作りたい！（チームスター） 

⑥こどもから大人までたくさんの人が交流できる場所（スクールランチ） 

⑦岡崎の魅力をもう 1度見つけよう！ （岡崎盛りあげ隊） 

３．グループでの振り返り 

４．宿題：今回の会議全体や発表についての振り返りを、振り返りシートに書く 

 

第６回おかざきこども会議 

日時：2025 年 1月 12日（日）9:30～12:00 

会場：図書館交流プラザりぶら 3階会議室 301号室 

参加：こども委員 25名 大学生ボランティア 6名 大人スタッフ １０名 

＜内容＞ 

１．岡崎市からのフィードバック     

岡崎市拠点整備課総務企画係 主査 津田陽介（進行：佐藤大雅） 

２．お疲れ様パーティー（進行・ 蟹江哲太郎） 

３．ボランティアの大学生へ色紙のプレゼント、巨大模造紙書き 

４． 記念撮影 

 

【子育てイベント「みんなの声でつくる！おかざきこそだて会議 2024」内、発表会

開催報告】 

日時：2024 年 11月 16日（土）9:30～12:40 

会場：図書館交流プラザりぶら 2階創作室 

子育てイベント「みんなの声でつくる！おかざきこそだて会議 2024」の中で、こ

ども委員らが話し合って出した提案の発表会を行った。 

司会：佐藤大雅 

講評者：岡崎市長 内田康宏 

  名古屋市鉄道株式会社 地域活性化推進本部まちづくり推進部長 尾関謙治 

  岡崎市こども部長 鈴木滋幸 
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  岡崎市都市基盤部長 根本健一 

成果 ・「正解」探しからの脱却：子どもたちは自分の言葉でしっかりと意見を発表し、発

表の際には大人からの質問にも堂々と答える姿を見ることができた 

・社会を動かすのは、自分たちだ！：「岡崎の人口を 2 倍にしたい！」「日本の少子

化を改善したい！」と、社会への影響を具体的に考え、目を輝かせていた 

・大学生たちの意識の変化：最初は戸惑っていた大学生たちも、回を重ねるごとに

子どもたちの自由な発想に柔軟に対応し、深い学びを得ることができた 

・「岡崎のために何かしたい！」：社会は大人だけのものではないこと、自分たちの

意見が受け入れられることを知り、意見を言うことへの意欲も高まった 

課題 ・このような取り組みを継続、拡充していくことが必要である 

子どもたちの声に耳を傾け、彼らが未来を担う一員であることを信じ、共に歩んで

いくためには、このような取り組みを継続、拡充していくことが必要である。 

 

その他 各種委員会出席等 

委員： 名古屋市地域公共交通協議会委員（横井寿史 理事） 

    愛知県かがやけ☆あいちサスティナ研究所ファシリテーター（水野真由美 理事長） 

    愛知学院大学経営学部企業経営持論Ｂエリアリサーチ講師（水野真由美 同） 

    ユースワーカー協議会ユースワーカー養成講習会講師（白川陽一 会員） 
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[２]子ども・子育て・まちづくりに関する情報収集と発信事業 

事業名 こまち通信、会員 ML（メーリングリスト）運営、サイト運営、 

Facebook、Instagram等 SNS運営、「伊藤一美さんを偲んで」追悼文集の発行 

自主事業  

事業目的 子まち会員内外への情報提供。会員相互の交流も兼ねる。 

実施期間 サイト管理、Facebook等 SNS管理：通年 西村健（理事）、牛田真登（会員） 

「こまち通信」44号 2024年 7月 16日、45号 2025年 1月 15 日 

追悼文集『伊藤一美さんを偲んで』作成：2024年 12月～2025年 4月 

担当 こまち通信：原稿作成…各事業担当、デザイン・レイアウト（外部委託） 

会員 ML：水野真由美（同）、西村健（同） 

公式 Webサイト：運営管理…水野真由美（同）、更新・メンテナンス…牛田真登（同） 

Facebook等 SNS管理:西村健（同）、水野真由美（同） 

ワンストップひろば専用 Instagram水野真由美（同）戸谷令子（会員）、 

ワンストップひろば専用公式 LINE水野真由美（同）、牛田真登（同） 

『伊藤一美さんを偲んで』編集担当：白川陽一（会員） 

伊藤一美さんを偲ぶ会実行委員会…水野真由美、大西宏冶、田中弘美、山本健司、

安藤純子、鬼頭弘子、三矢勝司、横井寿人、西村健（実行委員長）、阿部総一郎、

小島紫、白川陽一、水野千鶴、舩橋理仁（副実行委員長）、牛田真登 

 

事業内容 ・こまち通信・ML とも事業の告知・報告をはじめ、会員内外に知らせたい内容な

どを掲載。MLは会員同士の情報交流を目指すも、事務局からの配信を年間で 10

回程度行うにとどまった。 

・こまち通信 

44号:「おかざきこども会議」がはじまります！、ほうかごこまち報告、等 

45号: おかざきこども会議報告、子どもが主役の駄菓子屋さん、等 

・Facebook 等 SNSでは、日常の事業案内や結果報告を発信 

・『伊藤一美さんを偲んで』 

2024 年 11 月に急逝した伊藤一美さんの功績とお世話になった方々との思い出

を残すため、故人に関わった方々に追悼文を書いてもらい、文集にした。 

2025年 4月 27日伊藤一美さんを偲ぶ会にて参集者に配布した。 

伊藤一美さんを偲ぶ会実行委員会 

2025年 1月 8日、2月 4日、3月 1日、4月 13日、4月 24日 

◎伊藤一美さんを偲ぶ会 

2025年 4月 27日（日）シオガマグチバル LUDENS 

第 1部 14時～16時 第 2部 17時～19時 

 

成果と ・子まち通信の発行は不定期としているが、発行時期を設定した定期発行にするこ
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課題 とも、制作役割分担を含め引き続き検討が必要。 

・プログラムのない自由遊びの日の利用者数の著しい減少傾向にあり、対策を検討

する必要がある。 

・会員 ML の定期配信など、会員相互の交流の場づくりには、引き続き工夫が必要。 

・SNSの利活用についても、各事業のターゲット層を狙った発信・拡散に工夫が必

要。 

・『伊藤一美さんを偲んで』発行。伊藤一美さんのこれまでの功績や思い出をまと

める、形に残すことができた。 

 

 

 

[３]子ども・子育て・まちづくりに関わる人々のネットワークづくり、コーディネート事業 

事業名 ワンストップひろば「小さい子どものセンスオブワンダー」 

・自主事業（通年） 元（千種区 

事業目的 乳幼児期の子育ての不安の解消、仲間づくりなどを手伝い、子育て情報を伝える。ま

た保護者同士の仲間作りをサポートする。 

 

実施期間 

●自主事業  

期間：2024 年 5月１日〜2025年 4月 30日 

・自由あそび、親子ヨガ、リトミック、親子ビクス 

●こくみん共済 COOP（全労災）地域貢献助成事業 

期間：2025年 1月１日〜2025年 4月 30日（助成期間は 2025 年 1月 1日～12月 31日） 

講師、 

スタッフ 

 

講師：寺本久美子（ヨガ講師、会員）、 

   柿本京子（エアロビクスインストラクター） 

   加藤美穂（リトミック講師） 

スタッフ：戸谷令子 (会員）他ボランティア 20名 ／水野真由美（理事長） 

公式 LINE配信：牛田真登（会員）、戸谷令子（会員、ひろばスタッフ） 

 

事業内容 

・通年で全 92回開催。新規登録親子 40組を含むのべ 243組の親子が参加した。 

・プログラムは予約制、自由あそびは予約なしにて開催。 

・通年で行ってきた親子ヨガに加えて、リトミックおよび、親子ビクスを開催。 

・ひろば専用の公式 LINE を活用。参加予約受付けや利用者及びボランティアスタッフ

からの連絡手段などのコミュニケーションツールとして活用。 

・大和学区主任児童委員さんとの連携し、生後 2か月～4ヵ月の赤ちゃん訪問時にひろ

ばをご紹介いただき、特に転勤でこの地にはじめて引っ越して来られた 0 歳児を持

つ利用者への周知にご協力いただいた。 

・会員企業の愛知産業株式会社様より七夕飾り用の「笹」をご提供いただき、「七夕飾

り」を行った。 
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成果と 

課題 

・ヨガ・リトミック・親子ビクスなどのプログラムのない「自由あそび」の日の利用

者数が著しく減少し、利用者「０」の日も数日間あった。利用者特に育休中の親の

ニーズ把握とプログラム構成に工夫が必要。 

・ボランティア募集サイト Activoを活用し、ひろばボランティアを通年で募集し

た。大学生・社会人・高校生らの希望者が集まり、約 20名のボランティアに登録

して活動した。社会人のボランティア参加が増加傾向にある一方で、大学生ボラン

ティアが減少し、大学生世代のボランティアへの参加呼びかけにも工夫が必要。 

・利用申し込みが全く無い日のボランティアの配置に課題が残る。 

 

 

 

事業名 ほうかご子まち事業 

・自主事業（2024年 5月１日〜2025年 4月 30日） 元（千種区 

事業目的 学齢期（主に大和学区）の子どもたちの、下校後の居場所事業。既存の学童やトワイ

ライトスクールとは違う第 3の居場所づくり、仲間づくりなどをサポート。 

 

実施期間 

期間：2024 年 5月１日〜2025年 4月 30日 

毎週金曜日、下校後～17:00 に開催。夏休み・冬休み・春休みの長期休暇中 9:00～17

時開催。 

2024年 6月から有料化。 

小学校低学年（1年～3年）4～6名が利用 

スタッフ スタッフ：秋好眞澄 (ひろばスタッフ）他ボランティア 5名  

水野真由美（理事長） 

 

事業内容 

・昨年度に引き続き、利用児童のニーズを探りながら、子どもたちにとっての居心地の

良い居場所づくりを模索した。 

・学校の宿題、折り紙やボードゲームなどの自由あそび。何もしなくても良い空間づく

りを意識して開催した。 

・学校の宿題がタブレットで出されることが多く、ビジター用の WiFi環境整備を

し、タブレットの宿題ができるようになった。 

 

成果と 

課題 

・夏、冬、春の長期休暇中の 9時～5時まで開所を始めた。 

・引き続き利用者の拡大を図るものの、児童数が増えた場合の安全面にも課題が残

る。 

・ボランティア 1名でほぼ回しているが、今後利用者数が増えた場合の運営方法にも

課題が残る。 
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事業名 ほうかご子まち事業 

・名古屋市社会福祉協議会 令和６年度地域の子ども応援事業助成事業 

（2024年 4月１日〜2025 年 3月 31日） 

元（千種区 

事業目的 ほうかご子まちに参加する児童らが、主体的に運営に関わる機会を創出し、児童らの

自主性・主体性をはぐくみ、近隣住民との交流を図る 

実施期間 期間：2024 年 5月１日〜2025年 3月 31日 

スタッフ スタッフ：水野真由美（理事長）、鬼頭弘子（理事）、小島紫（会員） 

他ボランティア 12名  

 

事業内容 

・参加児童らの「やりたい」を尊重し、夏休み期間中と 3 月にひろばスペースを開放

した一日限りの駄菓子屋さん「なんでも森もりわくわくだがしやさん」を開催。ほう

かご子まちに参加する児童と近隣の児童らが＜店員＞となって、来場者をもてなし

た。 

・年に数回の「企画会議」で出展メニューやゲームなどを考えた。 

[夏]2024年 8月 18日（日） 

[春]2025年 3月 16日（日） 

成果と 

課題 

・近隣の市邨高校インターアクトクラブの生徒ら 9名が当日ボランティアと準備に携

わり、地域交流のきっかけづくりができきた。 

・親子ひろば OB親子さんらにも参加者として参加していただけた。 

・ほうかご子まちの利用者拡大と同時に、イベント時に＜店員＞として働く児童を増

やしていくことが課題 

 

 

 

 

事業名 子育てネットワーク千種 ミニ子育て広場 

主催 子育てネットワークちくさ（事務局：千種区民生子ども課） 

事業目的 区内の子育て支援関係機関等がネットワークを構築し子育て家庭への情報提供・相談

の場、交流の場を作って子育てに喜びが感じられる地域社会への転換を目指す（規約

より抜粋） 

実施期間・ 

会場 

（参加）6 月 11日、7月 16日、9月 12日、10月 17日、11 月 12日、12月 10日 

（会場）千種スポーツセンター、東スポーツセンター、千種児童館、千種座 

事業内容 会場内にブース出展し、手作りおもちゃなどを紹介。ひろば PRも行う。 

担当 水野真由美（理事長）、戸谷令子（会員）、秋好眞澄（ひろばスタッフ）ほか 

成果と課

題 

子育てネットワーク千種加入団体・施設との連携のきっかけづくりにもなった。 

行政主催の無料イベントに参加される親子へ、ワンストップひろばの存在を知ってい

ただく貴重な機会と捉え、継続して参加していきたい。 
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事業名 イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン 

主催 イオンリテール株式会社 

事業目的 イオンが地域への社会貢献活動をおこなう「イオン・デー」（毎月 11日に開催）に、

地域で活躍されている「ボランティア団体」などに対して、地域のお客様とともに応

援し、イオンがその活動に役立つように物品をもって助成する（キャンペーンの趣

旨・目的より抜粋）。 

各店舗のお客様より善意で投函された黄色いレシートの合計金額の１％相当が、イオ

ンより寄贈され、団体活動に必要な商品に交換していただける。 

実施期間・ 

会場 

（キャンペーン参加） 

2024年 5 月 11日、6月 11 日、7 月 11 日、8月 11 日、9 月 11 日、10月 11 日、11 月

11日、12月 11日、2025年 1月 11日、2月 11日、4月 11日 

事業内容 （店頭キャンペーン活動） 

イオンスタイルナゴヤドーム前店にて、店頭キャンペーン活動に参加。１階食品レジ

横にて団体ＰＲとレシート投函を呼びかけた。 

担当 水野真由美（理事長）、戸谷令子（会員）、水野千鶴（会員）他 

成果と課

題 

・店頭キャンペーンに立つことで、地域の買い物客とのコミュニケーションが生まれ、

レシートの金額に応じた寄付がいただけた。（2024年 3月～2025年 2月の 1年間で 

 合計 30,100 円分の支援をイオンギフトカードにて受けることができた。 

・店頭キャンペーンは毎月 30分間だけであるため、キャンペーンに立つボランティア 

の手配に課題が残る。 

 

その他の団体との連携、ネットワークづくり 

愛知県青少年育成県民会議 

子育てひろば全国連絡協議会 

NPO法人子ども健康フォーラム 

広げよう！子どもの権利条約キャンペーン 

地域活性学会 

 

[４] [１]から][３]に関する研修・養成等企画運営事業 

事業名 STEP研修 

保護者・支援者向け研修 2024 ～障がいのある子ども・若者の性教育～ 

もっと楽しく もっと自由に 性を語ろう！ 

 自主事業 

事業目的 「障がいのある子ども・若者が、地域で安心して暮らすために社会からの孤立を防止

し、自己肯定感をあげる」ことを目的に、障がいのある子ども・若者の思春期支援の

課題を、支援者が理解し、スキルアップを図り、支援者同士が繋がり、一人ひとりに

寄り添った支援ができるようになることを目指す。 
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実施期間 2024年 12月～2025年 2月 

担当 統括：田中弘美（理事）、事務局：水野真由美(理事) 、IT補助：牛田真登（会員）  

STEP プロジェクト委員会：木全和己（日本福祉大学）、伊藤修毅（同）、伊藤加奈子

（婦人科医）、鉄井史人（特別支援学校教諭）、鈴木由紀子（障がい者福祉事業所職

員）、竹内健悟（同）、秋好眞澄（障がいのある子どもの父母のネットワーク愛知）、

戸谷令子（同）、河村あゆみ氏（発達相談員）（敬称略） 

事業内容 STEP プロジェクト：障がい児者の支援に携わる学識者、医師、特別支援にかかわる

教師、福祉事業所職員、企業、保護者が集まって、発達障がいや発達に不安がある子

どもや若者に対する性教育に関するの学びを進めているプロジェクト 

対象：障がい児者福祉事業所職員、特別支援教育にかかわる教員等、保護者、保育や

福祉を学んでいる学生 

定員：基礎研修 各 80名、実践研修 25名 

研修テキスト：『障害のある子ども・若者のセクシュアリティ「からだ」と「こころ」

を大好きになろう』『命の始まり～出産まで』編著：木全和巳、伊藤修毅、伊藤加奈

子、田中弘美、STEPプロジェクト委員会 

【基礎研修】オンライン会議システム Zoom 

① 2024年 12 月 8日（日）10:00～12:00 

「基礎知識を学びなおし―医療現場から見る「性」の現状と課題― 

講師：伊藤加奈子（ココカラウィメンズクリニック） 

② 2025年 1月 12日（日）10:00～12:00 

「社会福祉現場における性と生の学習と支援の取り組み」 

講師:木全和巳（日本福祉大学社会福祉学部） 

「相談支援の現場から」 

実践報告:寺部佳代子（社会福祉士、相談支援専門員） 

③ 2025年 1月 26日（日）10:00～12:00 

「障がいのある子ども・若者の包括的セクシュアリティ教育」 

講師:伊藤修毅（日本福祉大学教育・心理学部） 

実践報告：鉄井史人（特別支援学校教諭・公認心理士） 

   

【実践研修】会場：名古屋都市センター特別会議室 

2025年 2月 9日（日）10:00～16:00 

「実際の支援の現場（事業所・学校）での実践をつくってみましょう」 

 

成 果 と 課

題 

コロナ禍以来の対面で実践研修を行うことができた。県内外からの参加者が、グルー

プワークを行い実践に向けた模擬授業（伝え方）を実践した。 

参加者同士のコミュニケーションによる情報交換もできた。参加者満足度も高く、次

回開催を望む声も上がった。参加費収入のみでの自主開催で行ったが、依然として財

源確保の課題は残る。 
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（１）総会 

１．開催日および場所 

日時：2024年（令和 6年）6月 23日（日）14時 00分～16時 00分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議室システム zoom 

２．議題 

第１号議案：2023年度事業報告の承認について 

第２号議案：2023年度事業決算の承認について 

第３号議案：2024年度事業計画の議決について 

第４号議案：2024年度予算計画の議決について 

第５号議案：役員の選任について 

３．報告事項 

なし 

 

（２）理事会 

 第１回 理事会 

１．開催日および場所 

日時：2024年 6月 23 日（日）13時 00分〜14時 00分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議システム zoom 

２．審議事項 

 ・2023年事業報告および決算報告について 

 ・2024年計画および予算について 

 

第２回 理事会 

１．開催日および場所 

日時：2024年 7月 1 日（月）20時 00分〜20時 20分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議システム zoom 

２．審議事項 

  ・役員の役割分担、理事長の互選について 

 

 

 第３回 理事会 

１．開催日および場所 

日時：2024年 12月 12日（木）19時 00分〜21時 00分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議システム zoom 

２．審議事項 

３.会議の開催に関する事項 

３．  
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  ・事業現況報告 

・伊藤一美さんを偲ぶ会実行委員会 

 

第４回 理事会 

１．開催日および場所 

日時：2025年 1月 8 日（水）19時 00分〜21時 00分 

場所：子ども＆まちネットひろばスペース及びオンライン会議システム zoom 

２．審議事項 

  ・事業現況報告 

・伊藤一美さんを偲ぶ会実行委員会 

 

 

 


